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 学位論文の要旨 
 










早剥の分類に関する報告はほとんどなく，Oyelese ら(Oylese and Ananth CV, 
2006)は早剥を外出血を伴う revealed abruption と外出血を伴わない
concealed abruption に分類し早剥の管理について検討しているが，この分類
による母児の予後については言及していない． 






2000 年 1 月から 2012 年 12 月までに横浜市立大学附属市民総合医療センター
で分娩となった 12474 例を後方視的に検討した．早剥と記載のあった症例のう
ち多胎，先天異常，慢性早剥を除いた症例を対象症例とした．それらを経過に




で示し，統計学的解析には IBM SPSS version21 を使用した.  
 
＜結果＞ 
早剥の症例は 151 例であり，そのうち多胎，児の先天異常，慢性早剥の 15 例
を除いた 136 例を対象とした．136 例のうち RA 群が 93 例，CA 群が 43 例であ
った．初発症状からの分類では外出血群が 62 例，腹痛群が 51 例，その他の症
状が 23 例であった． 
出血の有無からの分類では，RA 群において子宮内胎児死亡（以下 IUFD） を
11.8%、 周産期死亡を 12.9%に認めた．CA 群では IUFD を 32.6%，周産期死
亡を 32.6%に認め，CA 群において有意に児の転帰が不良であった．一方母体の
転帰に関しては，両群間で有意差を認めなかった． 
一方，初発症状による分類では，外出血群と腹痛群でそれぞれ IUFD (6.5% vs 
33.3%, p<0.001)，周産期死亡 ( 8.1% vs 33.3%, p<0.01)，臍帯動脈血 pH <7.1 
(15.7% vs 57.1%, p<0.001)，といずれも腹痛群で有意に児の予後は不良であっ
た．母体転帰に関しては，外出血群と腹痛群でそれぞれ出血量( 888ml vs 1187ml, 
p<0.01 )，輸血の有無( 14.5% vs 45.1%, p<0.001 )，DIC 発症の有無( 4.8% vs 









CA 群は，RA 群に比して児の予後が不良であった．Chang ら(Chang et al., 2001)
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